
第１回（平成２２年度）日建連 快適職場表彰の選考結果について

今般、労働・生産システム委員会では、21年4月に取りまとめた「建設技能者の

人材確保･育成に関する提言」に掲げた課題の一つである、「作業所労働環境の
改善」の推進施策として、会員企業の優れた取り組みの水平展開を図るべく「快
適職場表彰制度」を創設し、22年12月24日に第1回表彰式を執り行いました。

■制度創設の目的

 優れた快適職場施設を表彰することにより、日建連会員の作業所に相応しい快
適職場施設の高度化に寄与すること

 現在働いている建設技能者のみならず、将来建設業界を目指す若者にとっても
魅力ある職場環境の創出に寄与すること

■選考委員会
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芝浦工業大学 工学部建築工学科 教授 蟹澤 宏剛
厚生労働省 職業安定局建設･港湾対策室長 堀井 奈津子
国土交通省 総合政策局建設市場整備課労働資材対策官 松本 貴久
（社）建設産業専門団体連合会 会長 才賀 清二郎
㈱日刊建設工業新聞社 編集局長 坂川 博志
㈱日刊建設産業新聞社 編集局長 徳田 健一
㈱日刊建設通信新聞社 編集局長 服部 清二

■応募結果

 募集期間：平成22年10月1日～11月19日
 応募総数：170件（22社） （うち建築：111件、土木59件）

■表彰式の様子 平成22年12月24日（金） 於：土工協 特別会議室

■記念プレートの贈呈

作業所内で野菜を自家栽培し、採れた野菜を使って熱中症予防の塩分補給に利用する
とともに、作業所長が調理し技能者と共に味わうことで心のゆとりを創出

また元請社員と建設技能者のコミュニケーション醸成にも活用。技能者の心のゆとり
に着目した点と、前向きなアイデアが高く評価されました

■最優秀賞の紹介 ～ ㈱大林組 矢切函渠その７工事作業所～

蟹澤委員長による講評 加藤委員長より表彰状の授与 記念撮影

大林組・遠藤所長（最優秀賞） ステンレス製の記念プレート 技能者や外部へもアピール

（敬称略）

空きスペースを利用し
夏野菜を栽培

所長お手製の
シチューを味わう

■選考結果 （別紙「受賞作業所および評価ポイント」参照）

■応募内容について

 応募のあった快適措置を分類したところ、従来からも普及の見られた「休憩所への空
調設備の設置」等はもとより、 、「シャワーブースの設置」や 「女性用トイレの設置」な
ど、女性や若者に配慮した措置についても多くの設置事例が見られたことから、快適
職場に関する取り組みレベルは年々向上しているものと見受けられます

【従来から普及のみられた快適措置】

作業員詰所への空調設置（66％）、分煙措置（48％）、水洗トイレ（36％） など

【女性・若者に配慮した快適措置】

シャワーブースの設置（24％）個人ロッカー等の設置（24％）、女性用トイレ（19％） など

■選考作業にあたって

 選考にあたっては、他の作業所にとって参考となることを念頭に、より先進的な取り組
みやアイデアの斬新さなどに着目しました

 また、予算やスペース等に制約の多い小規模作業所にも受賞チャンスのあるよう、幅
広い個別賞を設定しました

 最優秀賞：1件
 優秀賞：3件
 個別賞：11件

（エコ・イメージアップ賞、女性いきいき職場賞、健康アイデア賞など）




